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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送波を受信し、映像を生成する放送受信手段を有し、本体に対して蓋部が開閉可能な
放送受信携帯端末において、
　前記蓋部が閉状態のとき前記蓋部又は本体の露出しない位置に設けられ、前記放送受信
手段により生成された映像を表示する表示手段と、
　前記蓋部の開閉状態を検出する開閉検出手段と、
　イヤホンを接続するための接続手段と、
　前記接続手段での接続の有無を検出する接続検出手段と、
　前記蓋部が開状態で、前記表示手段による映像の表示を行っている場合、前記開閉検出
手段により閉状態が検出されたときに、前記放送受信手段の映像生成処理を停止するよう
制御し、
　前記開閉検出手段により閉状態が検出され、前記接続検出手段により接続の無が検出さ
れたときに、前記放送波の音声出力を停止するよう制御する制御手段と、を備える放送受
信携帯端末。
【請求項２】
　前記蓋部が開状態で、前記表示手段による映像の表示を行っている場合、前記開閉検出
手段により閉状態が検出されたときには、前記放送受信手段の映像生成処理を停止するか
否かを設定を記憶する設定記憶手段とを備え、
　前記制御手段は、前記設定記憶手段により停止すると記憶されているとき、前記放送受



(2) JP 4404921 B2 2010.1.27

10

20

30

40

50

信手段の映像生成処理を停止するよう制御することを特徴とする請求項１に記載の放送受
信携帯端末。
【請求項３】
　前記表示手段による映像の表示を停止する停止指示を受け付ける指示受付手段を備え、
　前記制御手段は、前記指示受付手段により停止指示を受け付けたとき、前記表示手段に
よって映像が表示されないように制御することを特徴とする請求項１又は２に記載の放送
受信携帯端末。
【請求項４】
放送波を受信し、映像、音声及び文字情報を生成する放送受信手段を有し、本体に対して
蓋部が開閉可能な放送受信携帯端末において、
　前記蓋部が閉状態のとき前記蓋部及び本体の露出しない位置に設けられ、前記放送受信
手段により生成された映像の表示を行う第１表示手段と、
　前記蓋部の開閉状態に係わらず露出する位置に設けられ、前記放送受信手段により生成
された、前記生成された映像に関する文字情報の表示を行う第２表示手段と、
　前記放送受信手段により生成された音声の出力を行う音声出力手段と、
　前記蓋部の開閉状態を検出する開閉検出手段と、
　前記蓋部が開状態で、前記第１表示手段による映像の表示及び前記音声出力手段による
音声の出力を行っている場合、前記開閉検出手段により閉状態が検出されたときには、前
記第１表示手段によって映像が表示されないように制御し、第２表示手段による、前記生
成された映像に関する文字情報の表示を行うよう制御する制御手段とを備えることを特徴
とする放送受信携帯端末。
【請求項５】
前記蓋部が開状態で、前記第１表示手段による映像の表示及び前記音声出力手段による音
声の出力を行っている場合、前記開閉検出手段により閉状態が検出されたときには、前記
第１表示手段によって映像が表示されないように制御し、第２表示手段による文字情報の
表示を行うか否かの設定を記憶する設定記憶手段と、
　前記制御手段は、前記設定記憶手段により第２表示手段による文字情報の表示を行うと
記憶されているとき、前記第１表示手段によって映像が表示されないように制御し、第２
表示手段による文字情報の表示を行うよう制御することを特徴とする請求項４に記載の放
送受信携帯端末。
【請求項６】
前記第１表示手段による映像の表示又は第２表示手段による文字情報の表示を停止する停
止指示を受け付ける指示受付手段を備え、
　前記制御手段は、前記指示受付手段により停止指示を受け付けたとき、前記第１表示手
段によって映像が表示されないように制御し又は第２表示手段による文字情報の表示を停
止するように制御することを特徴とする請求項４又は５に記載の放送受信携帯端末。
【請求項７】
イヤホンを接続するための接続手段と、
　前記接続手段での接続の有無を検出する接続検出手段とを備え、
　前記制御手段は、前記接続検出手段により接続の有が検出されたときのみ制御の処理を
行うことを特徴とする請求項４乃至６に記載の放送受信携帯端末。
【請求項８】
　イヤホンを接続するための接続手段と、
　前記接続手段での接続の有無を検出する接続検出手段と、を備え、
　前記制御手段は、
　前記開閉検出手段により閉状態が検出され、前記接続検出手段により接続の無が検出さ
れたときに、前記放送波の音声出力を停止するよう制御する請求項４乃至６に記載の放送
受信携帯端末。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は、放送を受信する放送受信携帯端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、本体に対して蓋部が回動可能に設けられた折り畳み式の形態を備え、前記蓋部
の内面側にはメインディスプレイを備え、外面側にはサブディスプレイを備えた携帯電話
が知られている。また、チューナを備えてテレビ視聴が行える携帯電話も知られている。
このような携帯電話でテレビ番組を視聴する場合、前記蓋部を開いた状態でＴＶ視聴の開
始操作やチャンネル選択等の操作を行い、メインディスプレイに受信番組を表示させるこ
とになる（特許文献１、特許文献２、特許文献３、特許文献４、特許文献５参照）。
【特許文献１】特開２００１－３３９４９５号公報
【特許文献２】特開２００２－２３２５４９号公報
【特許文献３】特開２００２－３２５１２５号公報
【特許文献４】特開２０００－３４１３７９号公報
【特許文献５】特開２００３－１５８６９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、携帯型のディジタル放送受信携帯端末においては、無駄な電力消費を抑える
ことが重要となる。一方、ユーザの放送視聴意志に反して受信中断を行うことになってし
まうのでは、使い勝手が悪いものになる。
【０００４】
　この発明は、上記事情に鑑み、省電力化と使い勝手の向上とを両立できる放送受信携帯
端末を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明の放送受信携帯端末は、上記の課題を解決するために、放送波を受信し、映像
を生成する放送受信手段を有し、本体に対して蓋部が開閉可能な放送受信携帯端末におい
て、前記蓋部が閉状態のとき前記蓋部又は本体の露出しない位置に設けられ、前記放送受
信手段により生成された映像を表示する表示手段と、前記蓋部の開閉状態を検出する開閉
検出手段と、前記蓋部が開状態で、前記表示手段による映像の表示を行っている場合、前
記開閉検出手段により閉状態が検出されたときには、前記放送受信手段の処理を停止する
よう制御する制御手段とを備えるものである。
【０００６】
　これらの構成の放送受信形態端末において、前記蓋部が開状態で、前記表示手段による
映像の表示を行っている場合、前記開閉検出手段により閉状態が検出されたときには、前
記放送受信手段の処理を停止するか否かを設定を記憶する設定記憶手段とを備え、前記制
御手段は、前記設定記憶手段により停止すると記憶されているとき、前記放送受信手段の
処理を停止するよう制御することを特徴としてもよい。
【０００７】
　また、この発明の放送受信携帯端末は、放送波を受信し、映像及び音声を生成する放送
受信手段を有し、本体に対して蓋部が開閉可能な放送受信携帯端末において、前記蓋部が
閉状態のとき前記蓋部及び本体の露出しない位置に設けられ、前記放送受信手段により生
成された映像の表示を行う表示手段と、前記放送受信手段により出力された音声の出力を
行う音声出力手段と、前記蓋部の開閉状態を検出する開閉検出手段と、前記蓋部が開状態
で、前記表示手段による映像の表示及び前記音声出力手段による音声の出力を行っている
場合、前記開閉検出手段により閉状態が検出されたときには、前記表示手段による映像の
表示を停止するよう制御する制御手段とを備えるものである。
【０００８】
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　これらの構成の放送受信携帯端末において、前記蓋部が開状態で、前記表示手段による
映像の表示及び前記音声出力手段による音声の出力を行っている場合、前記開閉検出手段
により閉状態が検出されたときには、前記放送受信手段の処理を停止するか否かを設定を
記憶する設定記憶手段と、前記制御手段は、前記設定記憶手段により停止すると記憶され
ているとき、前記表示手段による映像の表示を停止するよう制御することを特徴としても
よい。
【０００９】
　さらに、これらの構成の放送受信携帯端末において、前記表示手段による映像の表示を
停止する停止指示を受け付ける指示受付手段を備え、前記制御手段は、前記指示受付手段
により停止指示を受け付けたとき、前記表示手段による映像の表示を停止するよう制御す
ることを特徴としてもよい。
【００１０】
　また、この発明の放送受信携帯端末は、放送波を受信し、映像及び音声を生成する放送
受信手段を有し、本体に対して蓋部が開閉可能な放送受信携帯端末において、前記蓋部が
閉状態のとき前記蓋部及び本体の露出しない位置に設けられ、前記放送受信手段により生
成された映像の表示を行う第１表示手段と、前記蓋部の開閉状態に係わらず露出する位置
に設けられ、前記放送受信手段により生成された映像の表示を行う第２表示手段と、前記
放送受信手段により生成された音声の出力を行う音声出力手段と、前記蓋部の開閉状態を
検出する開閉検出手段と、前記蓋部が開状態で、前記第１表示手段による映像の表示及び
前記音声出力手段による音声の出力を行っている場合、前記開閉検出手段により閉状態が
検出されたときには、前記第１表示手段による映像の表示を停止し、第２表示手段による
映像の表示を行うよう制御する制御手段とを備えるものである。
【００１１】
　これらの構成の放送受信携帯端末において、前記蓋部が開状態で、前記第１表示手段に
よる映像の表示及び前記音声出力手段による音声の出力を行っている場合、前記開閉検出
手段により閉状態が検出されたときには、前記第１表示手段による映像の表示を停止し、
第２表示手段による映像の表示を行うか否かの設定を記憶する設定記憶手段と、前記制御
手段は、前記設定記憶手段により第２表示手段による映像の表示を行うと記憶されている
とき、前記第１表示手段による映像の表示を停止し、第２表示手段による映像の表示を行
うよう制御することを特徴としてもよい。
【００１２】
　さらに、これらの構成の放送受信携帯端末において、前記第１表示手段による映像の表
示又は第２表示手段による映像の表示を停止する停止指示を受け付ける指示受付手段を備
え、前記制御手段は、前記指示受付手段により停止指示を受け付けたとき、前記第１表示
手段による映像の表示又は第２表示手段による映像の表示を停止するよう制御することを
特徴としてもよい。
【００１３】
　また、この発明の放送受信携帯端末は、放送波を受信し、映像、音声及び文字情報を生
成する放送受信手段を有し、本体に対して蓋部が開閉可能な放送受信携帯端末において、
前記蓋部が閉状態のとき前記蓋部及び本体の露出しない位置に設けられ、前記放送受信手
段により生成された映像の表示を行う第１表示手段と、前記蓋部の開閉状態に係わらず露
出する位置に設けられ、前記放送受信手段により生成された文字情報の表示を行う第２表
示手段と、前記放送受信手段により生成された音声の出力を行う音声出力手段と、前記蓋
部の開閉状態を検出する開閉検出手段と、前記蓋部が開状態で、前記第１表示手段による
映像の表示及び前記音声出力手段による音声の出力を行っている場合、前記開閉検出手段
により閉状態が検出されたときには、前記第１表示手段による映像の表示を停止し、第２
表示手段による文字情報の表示を行うよう制御する制御手段とを備えるものである。
【００１４】
　これらの構成の放送受信携帯端末において、前記蓋部が開状態で、前記第１表示手段に
よる映像の表示及び前記音声出力手段による音声の出力を行っている場合、前記開閉検出
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手段により閉状態が検出されたときには、前記第１表示手段による映像の表示を停止し、
第２表示手段による文字情報の表示を行うか否かの設定を記憶する設定記憶手段と、前記
制御手段は、前記設定記憶手段により第２表示手段による映像の表示を行うと記憶されて
いるとき、前記第１表示手段による映像の表示を停止し、第２表示手段による文字情報の
表示を行うよう制御することを特徴としてもよい。
【００１５】
　さらに、これらの構成の放送受信携帯端末において、前記第１表示手段による映像の表
示又は第２表示手段による文字情報の表示を停止する停止指示を受け付ける指示受付手段
を備え、前記制御手段は、前記指示受付手段により停止指示を受け付けたとき、前記第１
表示手段による映像の表示又は第２表示手段による文字情報の表示を停止するよう制御す
ることを特徴としてもよい。
【００１６】
　そしてさらに、これらの構成の放送受信携帯端末において、イヤホンを接続するための
接続手段と、前記接続手段での接続の有無を検出する接続検出手段とを備え、前記制御手
段は、前記接続検出手段により接続の有が検出されたときのみ制御の処理を行うことを特
徴としてもよい。
【発明の効果】
【００１７】
この発明によれば、省電力化と使い勝手の向上とを両立できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、この発明の実施形態を図１乃至図３に基づいて説明する。
【００１９】
　図１はこの実施形態の携帯型のディジタル放送受信携帯端末（携帯電話機能付き）を示
したブロック図であり、図２はディジタル放送受信携帯端末２の外観を示した正面図であ
る。
【００２０】
　この実施形態のディジタル放送受信携帯端末２は、図２（ａ）（ｂ）に示しているよう
に、折り畳み型の携帯電話機能付きディジタル放送受信携帯端末として構成されている。
すなわち、本体２ａに対して蓋部２ｂが回動可能に設けられた折り畳み式の形態を備え、
前記蓋部２ｂの内面側にはメインＬＣＤパネル２０２ａを備え外面側にはサブＬＣＤパネ
ル２０２ｂを備える。前記蓋部２ｂの開閉は開閉検出スイッチ２３１によって検出される
。
【００２１】
　ディジタル放送受信携帯端末２は、図１に示すように、地上波ディジタルチューナ２３
０による放送受信により得られた符号化映像・音声データ、或いは、スロット２０１に差
し込まれたメモリカード３等から読み出した符号化映像・音声データにより、映像をメイ
ンＬＣＤパネル２０２ａ又はサブＬＣＤパネル２０２ｂ上に映し出すとともに、音声をス
ピーカＳＰ又は図示しないイヤホンから出力するようになっている。すなわち、イヤホン
接続部２０３にイヤホンが接続された状態では、イヤホンから音声が出力され、イヤホン
が接続されていない状態では、スピーカＳＰから音声が出力される。イヤホンが接続され
ているかどうかの情報はイヤホン接続部２０３からＣＰＵ２０９に与えられる。なお，こ
の実施形態では前記符号化映像・音声データはＭＰＥＧ４データであるとする。
【００２２】
　メモリカード３から読み出したＭＰＥＧ４データは、ＰＣＭＣＩＡインターフェイス２
２０、及びシステムバス２１３を経てＭＰＥＧ４ビデオデコーダ２０４に供給される。ま
た、地上波ディジタルチューナ２３０は、本体２ａ又は蓋部２ｂに設けられている図示し
ないアンテナから地上ディジタル放送を受信し、この地上ディジタル放送で放送されるＭ
ＰＥＧ４のビットストリームデータを取り出し、ＭＰＥＧ４ビデオデコーダ２０４やオー
ディオデコーダ（ＭＰＥＧ４－ＡＡＣ）２０６に与える。
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【００２３】
　ＭＰＥＧ４ビデオデコーダ２０４は、ＭＰＥＧ４のビットストリームデータを復号して
量子化係数や動きベクトルを求め、逆ＤＣＴ変換や動きベクトルに基づく動き補償制御な
どを行うことによって得た映像データをグラフィックスコントローラ２０５に供給する。
グラフィックスコントローラ２０５は映像データ（例えば、Ｒ，Ｇ，Ｂデータ）に対して
色調整等の処理を施す。また、グラフィックスコントローラ２０５はＣＰＵ２０９から出
力指示された文字等（メニュー画面等）をＬＣＤパネル２０２ａ，２０２ｂに表示するＯ
ＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）処理も行う。オーディオデコーダ２０６は、ビット
ストリーム中の音声符号データを復号して音声データを生成する。ＳＤＲＡＭ２１０は、
ＭＰＥＧ４ビデオデコーダ２０４の上記処理において利用される。
【００２４】
　第１ＬＣＤコントローラ２０７ａは、グラフィックスコントローラ２０５から供給され
た映像データに基づいてメインＬＣＤパネル２０２ａを駆動する。第２ＬＣＤコントロー
ラ２０７ｂは、グラフィックスコントローラ２０５から供給された映像データに基づいて
サブＬＣＤパネル２０２ｂを駆動する。第１ＬＣＤコントローラ２０７ａ及びメインＬＣ
Ｄパネル２０２ａから成る組と、第２ＬＣＤコントローラ２０７ｂ及びサブＬＣＤパネル
２０２ｂから成る組は、いずれか一方の組が動作するときには、他方の組は非動作状態と
なり、その制御はＣＰＵ２０９によって行われる。Ｄ／Ａ変換器２０８は、オーディオデ
コーダ２０６から出力された音声データを受け取ってＤ／Ａ変換を行い、アナログ音声信
号を生成する。
【００２５】
　本体キー２１４は視聴や電話等に関する操作ボタンやテンキー、カーソルキー等から成
る。この本体キー２１４に対する操作情報は、インターフェイス２１５及びシステムバス
２１３を介してＣＰＵ２０９に与えられる。ＣＰＵ２０９は上記操作情報に基づいて必要
な処理を実行する。
【００２６】
　また、近距離無線ネットワークを可能にするために、通信ブロック２１６及びインター
フェイス２１７が設けられている。更に、ＦｌａｓｈＲＯＭ２１８やＳＤＲＡＭ２１９も
備える。ユーザによる各種設定情報は例えばＦｌａｓｈＲＯＭ２１８に格納されている。
電池２２１は二次電池であり、図示しない充電器から電力の供給を得てこれを蓄える。
【００２７】
　ＣＰＵ２０９は、無線ネットワークのための処理、ＦｌａｓｈＲＯＭ２１８やＳＤＲＡ
Ｍ２１９のリード／ライト制御なども行うようになっている。更に、前記開閉検出スイッ
チ２３１及びイヤホン接続部２０３からのイヤホン接続情報に基づいて各種処理を行う。
【００２８】
　（１）メニュー画面上で「設定」項目が選択されると、各種設定項目が表示される。こ
の項目のなかの「ＴＶ視聴蓋閉時設定」を選択すると、「蓋閉時常にＴＶＯＦＦ」と、「
蓋閉時音声出力」と、「蓋閉時音声出力／映像サブ出力」と、「蓋閉時音声出力／情報サ
ブ出力」の項目が表示される。ユーザは十字キー（方向キー）を操作して所望の項目上に
カーソルを移動させ、決定キーを押下する。ＣＰＵ２０９は決定キーが押下されたときの
カーソル位置の項目をユーザ設定情報としてＦｌａｓｈＲＯＭ２１８に記憶する。また、
「蓋閉時音声出力」と、「蓋閉時音声出力／映像サブ出力」と、「蓋閉時音声出力／情報
サブ出力」の項目が選択された場合、「イヤホンを装着していないときにはＴＶＯＦＦ」
と「イヤホン装着無しでもＴＶＯＮ継続」の選択項目が表示され、いずれかをユーザは選
択する。
【００２９】
　（２）「蓋閉時常にＴＶＯＦＦ」が選択された場合、ＣＰＵ２０９は、ディジタル放送
視聴中に蓋が閉じられたことを検出すると、ディジタル放送の受信処理及び映像音声出力
を停止する（ＴＶＯＦＦ）。サブＬＣＤパネル２０２ｂには、電話待ち受け画面を表示す
る。
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【００３０】
　（３）「蓋閉時音声出力」が選択され、且つ「イヤホンを装着していないときにはＴＶ
ＯＦＦ」が選択された場合、ＣＰＵ２０９は、ディジタル放送視聴中に蓋が閉じられたこ
とを検出すると、イヤホン接続部２０３からのイヤホン接続情報を確認し、イヤホン接続
状態であれば、ディジタル放送の映像出力を停止する一方で受信音声の出力は継続する（
音声イヤホン出力）。イヤホン接続状態でないならば、ディジタル放送の受信処理及び映
像音声出力を停止する（ＴＶＯＦＦ）。「イヤホン装着無しでもＴＶＯＮ継続」が選択さ
れている場合、イヤホン接続部２０３からのイヤホン接続情報の確認なしで音声出力を継
続する（音声イヤホン出力又は音声スピーカ出力）。なお、映像出力は行わないので、Ｍ
ＰＥＧ４ビデオデコーダ２０４、グラフィックスコントローラ２０５、ＬＣＤバックライ
ト等への通電を停止するのがよい。また、いずれの場合も、サブＬＣＤパネル２０２ｂに
は、電話待ち受け画面を表示する。
【００３１】
　（４）「蓋閉時音声出力／映像サブ出力」が選択され、且つ「イヤホンを装着していな
いときにはＴＶＯＦＦ」が選択された場合、ＣＰＵ２０９は、ディジタル放送視聴中に蓋
が閉じられたことを検出すると、イヤホン接続部２０３からのイヤホン接続情報を確認し
、イヤホン接続状態であれば、ディジタル放送の映像をサブＬＣＤパネル２０２ｂに出力
すると共に受信音声も出力する（音声イヤホン出力）。イヤホン接続状態でないならば、
ディジタル放送の受信処理及び映像音声出力を停止する（ＴＶＯＦＦ）。「イヤホン装着
無しでもＴＶＯＮ継続」が選択されている場合、ディジタル放送の映像をサブＬＣＤパネ
ル２０２ｂに出力すると共にイヤホン接続部２０３からのイヤホン接続情報の確認なしで
音声出力を継続する（音声イヤホン出力又は音声スピーカ出力）。
【００３２】
　（５）「蓋閉時音声出力／情報サブ出力」が選択され、且つ「イヤホンを装着していな
いときにはＴＶＯＦＦ」が選択された場合、ＣＰＵ２０９は、ディジタル放送視聴中に蓋
が閉じられたことを検出すると、イヤホン接続部２０３からのイヤホン接続情報を確認し
、イヤホン接続状態であれば、当該番組の番組情報や付随データ放送データをメモリから
読み出し、例えば、図３に示しているように、文字情報をサブＬＣＤパネル２０２ｂに出
力すると共に受信音声も出力する（音声イヤホン出力）。イヤホン接続状態でないならば
、ディジタル放送の受信処理及び映像音声出力を停止する（ＴＶＯＦＦ）。「イヤホン装
着無しでもＴＶＯＮ継続」が選択されている場合、ディジタル放送の前記文字情報をサブ
ＬＣＤパネル２０２ｂに出力すると共にイヤホン接続部２０３からのイヤホン接続情報の
確認なしで音声出力を継続する（音声イヤホン出力又は音声スピーカ出力）。なお、文字
表示なので、ＭＰＥＧ４ビデオデコーダ２０４への通電を停止してもよい。
【００３３】
　また、より一層の節電のために、メニュー項目のなかに、「電池残量少の場合は映像表
示停止」や「ボタン操作で映像表示停止」の選択項目を設けておくこととしてもよい。「
電池残量少の場合は映像表示停止」が選択された場合、電池残量が所定の閾値を下回ると
、メインＬＣＤパネル２０２ａやサブＬＣＤパネル２０２ｂによる映像表示状態でも映像
出力は停止され、そのバックライト等への電力供給も停止される。放送受信は継続してお
り、受信音声については出力を継続する。「ボタン操作で映像表示停止」が選択された場
合、該当ボタンが操作されると、メインＬＣＤパネル２０２ａやサブＬＣＤパネル２０２
ｂによる映像表示状態でも映像出力は停止され、そのバックライト等への電力供給も停止
される。放送受信は継続しており、受信音声については出力を継続する。
【００３４】
　なお、上記の例では、前記蓋部２ｂの内面側にはメインＬＣＤパネル２０２ａを備え外
面側にはサブＬＣＤパネル２０２ｂを備えた構成を示したが、これに限るものではない。
例えば、本体２ａに対して蓋部２ｂが可動に設けられてコンパクト化可能な形態を備え、
前記蓋部２ｂ又は本体２ａにディスプレイを備え、コンパクト化状態では前記ディスプレ
イが見えなくなるように構成された放送受信携帯端末でもよい（例えば、蓋部２ｂにメイ
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られてコンパクト化可能な形態を備え、前記蓋部２ｂ及び／又は本体２ａにメインディス
プレイとサブディスプレイを適宜備え（例えば、上記の例と同様の構成、或いは、折り畳
み型で本体２ａにメインディスプレイを備え、蓋部２ｂにサブディスプレイを備える構成
等）、コンパクト化状態では前記メインディスプレイが見えなくなってサブディスプレイ
が見えるように構成された放送受信携帯端末でもよい。なお、折り畳み型で且つ蓋部が回
転するタイプでは、コンパクト化状態で前記メインディスプレイが見えなくなる状態と見
える状態の両方を形成することができるが、見えなくなる状態において上述した処理を行
うこととしてもよい。また、スライドタイプやリボルバータイプは、コンパクト化の状態
でもディスプレイが見える状態となるが、このようなタイプでは、前述した「電池残量少
の場合は映像表示停止」や「ボタン操作で映像表示停止」の機能を備えるのがよい。
【００３５】
　また、上記の例では、ユーザ設定に基づくこととしたが、このような設定無しでも、蓋
閉時の音声出力やサブ画面による映像／情報出力は、イヤホン装着を条件として行い、イ
ヤホンが装着されていないときにはＴＶＯＦＦ処理を行うこととしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】この発明の実施形態のディジタル放送受信携帯端末の構成を示したブロック図で
ある。
【図２】この発明の実施形態のディジタル放送受信携帯端末の外観を示した平面図であり
、同図（ａ）は蓋部を開いたときの状態を示し、同図（ｂ）は蓋部を閉じたときの状態を
示している。
【図３】蓋閉時のサブ画面表示例を示した説明図である。
【符号の説明】
【００３７】
２　　ディジタル放送受信携帯端末
２ａ　本体
２ｂ　蓋部
２０２ａ　メインＬＣＤパネル
２０２ｂ　サブＬＣＤパネル
２０５　　グラフィックスコントローラ
２０７ａ　第１ＬＣＤコントローラ
２０７ｂ　第２ＬＣＤコントローラ
２０９　　ＣＰＵ
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